
013K1997_KP_LE_B_jp.doc 

1 

 

荒々しい自然を人間のものに―人の爪あとを吸い込む自然を作るには 

 

ダニエル・ハント・ジャンセン 

 

 

 私や妻のウィニー・ホールワックスをはじめ多数の生物学者、そして何十万種もの熱

帯野生生物にとりまして、基礎科学部門における本年度の京都賞（photo 1）の受賞は

大きな喜びであり、熱帯自然地域の保護活動を評価して下さった稲盛博士、顧問の

皆様に心より感謝申し上げます。本日この場において井上民二教授（photo 2）とこの

喜びを分かち合えないことは誠に残念です。熱帯の生物多様性に対し熱心に取り組

まれた教授の死は大きな損失であり、教授に代わる逸材を探し出すのは困難なことで

す。コスタリカでの経験を是非教授にお話ししたいと思っておりましたが、それがかな

わず残念でなりません。 

 さて、本日は熱帯野生生物に代わってお話ししたいと思います。今回、私は人類と

熱帯野生生物との協調に対し私の遺伝子と経験にどのような貢献が出来るかについ

てお話しする機会をいただきましたが、その前に人間としての私について尐し考えて

みたいと思います。 

 私という人間は私の先祖とそれを取り巻く環境（photo 3）との相互作用の産物であり

ます（photo 4）。相互作用が遺伝子という私のコンピュータとソフトウェアをつくり、進化

を通して私のいくつかのデータベースにデータを蓄積しているのです。私にとってこれ

はハードウェアや基本ソフトであり容易に変更出来るものではありません。しかし、私の

人生経験が新たなデータをデータベースに加え、新たなソフトウェアを作り出していま

す。人生が、使用するアプリケーションを決め、バージョンを更新し、新たなアプリケー

ションをダウンロードしているのです。一部のデータベースをブロックあるいは消去し、

フィールド（項目或いは列）を編集し、レコード（行）を蓄積しています。私は人類の一

員であり他の人と同じ定めに従って「塵から生まれ塵に返る」のです。 

 皆さんが私というコンピュータの電源を入れると画面に問題があらわれます。私が一

生（若い頃は無意識にそして今日では意識的に）問い続けているものです。 

 それは「ヒトゲノム（人間遺伝子の組）の一体どこに23 万５千種の熱帯生物を難なく

組み入れることが出来るだろうか（photo 5）」という問題です。もし熱帯生物の安住の地

がヒトゲノムの中になければ、熱帯生物の行く先は絶滅しかありません。この問いに対

して私が見つけた唯一の答えは「庭の中に組み込む」ことです。 
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 これは私にとって重要なことなのですが、それは、他の生物同様、私も遺伝的、文化

的要因により自身の包括適応度（１個体が次世代に残す遺伝子の数）を高めるように

なっているからです。この点において私達は過去の基礎科学部門の受賞者と共通点

を持っているのです（photo 6）。1986 年エブリン・ハッチンソンが進化生態学研究にお

ける独創性を認められ受賞しました。それはこの講演でお話しする内容そのものであり

ます。1990 年に受賞したジェーン・グッドールは、私と同じ熱帯の自然を綿密に調査し

た功績により栄誉を得ました。そして、1993 年のビル・ハミルトンは「包括適応度」という

概念の提唱により受賞しましたが、その概念は、私の行動が私自身の遺伝子のみなら

ず私が他の人と共有している遺伝子にも利する場合があることを私達に考えさせてく

れるものです。 

 私を動かしているのは遺伝子ですが、私の遺伝子が今眺めている光景は太古の光

景です。京都のまちでも私の後ろにあるプロジェクターのスクリーンでもありません。私

の遺伝子にとって私は自然界に出入りしている小さなヒトの一族の一員なのです。私

達が更新世にあり、他の部族は泥棒や強盗ばかりで、これまで起こったことはこれから

も起こり、私自身で周囲の環境をコントロール出来る時もあれば出来ない時もある、と

私の遺伝子は確信しているのです。また、私の遺伝子は私のみならず一族全体の中

に複雑に根を張った存在であることを知っています。私が自分の世代の最後の生き残

りで、他は全て30 歳になる前に死んでしまったことを考え、私が間もなく死ぬことを知

っているのです。 

 58 歳になった私の遺伝子は、私の包括適応度を最大限にするには周囲の環境を徹

底的に調べる必要があること、また、その環境の中で一族が長年生存し健康を維持す

るための一族の掟を守る必要があることを知っています（photo 7）。これらすべてが変

更不能な私の基本ソフトの中に組み込まれているのです。そして、この基本ソフトの動

作には、縮小している私のハードディスクドライブ上であれインターネットにアクセスす

るものであれ、手元にあるデータベースとアプリケーションが必要となります。 

 周囲の環境に関する私の考えでは、もし23 万５千の生物種をヒトゲノムの中に取り込

む方法を見つけることが出来ない場合、私の包括適応度すなわち一族の将来が非常

に深刻な影響を受けることになります。 

 なぜ 23 万５千という大きな数字になるかと申しますと、それは野生生物の多様性とそ

の生態系の持続可能な数をまとめた大きさだからです。この位の数が集まれば生物多

様性と生態系の永続は可能だからです。ある生態系では１万種、別の生態系では100

万種という場合もありますが、とにかく、数多くの種が複雑に作用し合う規模でなけれ
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ばならないのです。動物園、遺伝子銀行、箱船で維持出来る規模では無理なのです。

それぞれは家の小さな裏庭のようなもので小さく身近なものですが、規模と持続期間と

いう点ではきわめて限られています。 

 ではなぜ23 万５千の野生種をヒトゲノムの中に取り込まねばならないのでしょうか。な

ぜ自然界に置いたままにしておけば野生生物は自らの身を守ることが出来ないのでし

ょうか。それは自然が今や人類に左右される状態にあるからです。人類は今や地球上

（photo 8）の生命を支配しています（photo 9）。もしこれらの種が人類の保護下に入ら

なければ、過去１万年と同様人間に搾取され続け、絶滅へと進むしかありません。 

 しかし、ヒトゲノムの一体どこに安住の地があるのでしょうか。この問いに答えるために

は、ヒトゲノムを風刺的に説明しなければなりません。各ホモサピエンスのヒトゲノムの

目的は一点に絞られています。各自の包括適応度を最大限にすることです。大ざっぱ

に言えば自己増殖です。そして自己増殖を主に左右するのが幅広く一部共通した３

つの核となる活動（photo 10）「直接生殖」（photo 11）、「隠れ場の確保」（photo 12）、

「摂食」（photo 13）です。これら３つの活動が人間社会を形成し動かしています。また、

その結果、全地球がこれら３つの活動の影響を受けています。ホモサピエンス自身が

何を考えたいかあるいは望んでいるかは別として、今やホモサピエンスが地球を所有

している以上、ヒト以外の種が生き残るチャンスはごくわずかなのです。よほどまばらに

存在していて採取出来ないか、その存在が目立たないために見つからないか、あるい

は変化しないために変化させられない種でもない限り生存し続けることは至難の業で

す。これらの種にとって唯一の希望はヒトの「包括適応度」の中に取り込まれることです。

私は野生生物の弁護人として彼らにこう言うしかありません。もしヒトを打ち負かせない

なら、ヒトの仲間になりなさい（photo 14）、と。 

 では、ヒトゲノムに関する３つのどの主要活動に熱帯野生生物の多様性を取り込むこ

とが出来るのでしょうか。どこに種を取り込めるのでしょうか。一体どこに置けば身体を

蝕む潰瘍や、社会のやっかいもの、物騒なものとならずにすむのでしょうか。 

 何十万もの生物種を社会の性衝動に直接取り込むことは可能でしょうか。私は不可

能だと思います。もし、それが可能ならきわめて多くの奇抜な真珠のネックレスや、愛

の調べや、コンドームが必要となるでしょう。しかし、性行為は非常に複雑でホモサピ

エンスを含むそれぞれの種固有の行為ですから、その中に何万という他の種を取り込

むことは出来ません。美しい蝶に魅せられる若い女性はいても、毛虫を見せたらほとん

どが逃げ出すでしょう。結納として国立公園を受け取る父親はいませんし、婚約指輪

の代わりに野生生物の保護区を受け取る女性もいません。野生生物の多様性と生態
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系が提供してくれるものは恋の舞台や小道具、つまり、花束、香水、並木道、小鳥の歌

声、野いちごなどです。しかし、これら可憐で特異で象徴的なものは生物多様性のほ

んの一部でしかありません。 

 「隠れ場の確保」について言いますと、隠れ場はそもそも野生生物や他部族の攻撃

から自分自身と家族を守るために生まれたものですから、世界の生物多様性が非常

に厄介な状況にあるのはこれが主因になっています。人類と家畜や栽培植物（これら

はヒトゲノムの延長と言うことが出来ます）は、遺伝的にも文化的にも野生生物の多様

性と敵対しています。理由は単純で、野生生物の多様性は現在もそして未来も人間の

「敵」の一部であるからです。隠れ場とはもともとさまざまな敵、サル痘、ウルシ、コメの

害虫、ライオン、オオカミ、牧草に影を落とす大木などから身を守るためのものですか

ら、20 万種以上の野生生物とそれらが相互に与え合う影響を、どこかの屋根の下や、

総合防除が講じられているオレンジ園の中や、有刺鉄線の囲いの中に取り込む方法

を私は想像出来ません。そればかりか、私達はもともと、野生の非人間的な「インプッ

ト」から子どもたちの「ハードディスク」や「データベース」を守るように設定されています。

子どもはキリンやカブトムシやトビではなく人間を手本として大きくなるのです。このよう

にヒトの自衛への衝動は普遍的なものですが、私の目的は野生生物と敵対して排除し

絶滅に追いやることではなく共存することですから、「隠れ場を確保」することによって

野生種を取り込むことは出来ません。 

 「直接生殖」と「隠れ場の確保」が適当でないとなると、残る一つ食糧の確保つまり

「摂食」にしか、生物多様性の安住の地はありません。一見すると「摂食」は不適切だと

思えます。私達は食糧を確保するため狩猟採集するように定められています。私達は

野生生物を食べ、また、食べられないものはヒトの染色体の延長である家畜や栽培植

物を介して食べています。たとえば、豆は、かつて野生生物がいた場所に建てられた

緑の食品工場にすぎないのですが、ヒトが直接食べられない土や太陽や他の生物をヒ

トが食べられるように豆が変化させているのです。私達が狩猟や採集して食するという

ことは野生生物にとっては死を意味します。しかし、一方で、私達は「庭」で食物を作り、

家畜を飼育するようにも定められています。 

 「庭」はヒトゲノムの多尐手に負えない延長と言えます（photo 15）。私が原生自然を

「庭」としてみることに関心を抱いているということは、取りも直さず私達の祖先も大きな

関心を持っていたことでもあるのです。ただ、祖先が関心を抱いていた頃はまだ人類

は地球を支配していなかったということを覚えておかねばなりません。 

 農民が農業を営む場所。それが「庭」です。家畜や栽培植物を育てる場所です。
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「庭」で育てられるものは、厩肥で栽培するきのこから台所のテーブルの下にいる猫、

蜂蜜から牛、熱帯雤林の開拓地に生える16 品種の稲から水耕栽培によるトマト、そし

てウイスキーの酵母までありとあらゆる種類にわたります。このようなものの育成は、子

どももしますし、若いカップルも、老人もしています。カラハリ砂漠のサン人もしますし、

ニューヨークの住民もアパートの73 階のベランダでしています。宇宙飛行士もしてい

れば、更新世のラインラント人もしていました。きっと、今から１万年後の人類も同じこと

をしているでしょう。「庭」とは永続するものであり（photo 16）、いわば私達のハードウェ

アの中に、基本ソフトの中に、アプリケーションやデータベースの中に、そしてデータ

ベースのフィールド（項目）の中にしっかりと組み込まれているものなのです。 

 今やホモサピエンスが全地球を支配しています。たとえ、あちこちに間違い、誤算、

知らないことがあっても、ホモサピエンスの計画によって世界は動かされているのです。

計画の規模は人それぞれですし、ほとんど何もしないで他人の生活を計画する人もい

れば、他人の計画で生活している人もいます。計画を立て「庭」の世話をすることはど

この家でも大きな仕事なのです。更新世までは、何千分の１パーセントの土地だけが

ホモサピエンスの「庭」の計画下にあったのですが、今日では地球上のほとんどの土

地がヒトによって計画されています。もちろん、必ずしもそれが首尾よく完遂されている

わけではありません。 

 そこで問題は、どうやって23 万５千もの生物種を「庭」に取り込めば良いのか（photo 

17）、ということになります。これが原生自然を「庭」としてみるということであり、現状の原

生自然を「庭」として認めること、人間が長い年月をかけて庭にしてきたように、原生自

然と接することなのです。そして、その次の問題がどのようにして人の爪痕を残さない

ようにするかということになります。 

 問題の一部は呼び方にあるのですから、呼び方を変えることが一つの答えになりま

す。つまり、「自然」を「自然」と呼ばずに、「庭」にはさまざまな種類があると考えてはど

うでしょうか。計画的に造られた「庭」もあれば、そうでない「庭」もある、と考えるのです。

更新世の狩猟民は、自らが依存する新世界の大型動物を絶滅させる意図はなかった

ものの、狩猟することや、子どもに食べさせること、そして、近隣の部族と戦うことは計画

していたでしょう。しかしこうした計画の結果として、更新世に新熱帯で馬、オオナマケ

モノ、ゾウの仲間であるマストドン、剣歯猫、ジャイアントコンドル等多くの動物が絶滅し

てしまいました。今日人類が計画していることも、世界の野生生物の多様性に対して、

同じような結果をもたらすことは想像に難くありません。もし、更新世の狩猟民が巨大

動物を絶滅に追いやっていなかったら、今、その子孫である農耕民はより直接的なや
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り方で絶滅させているのではないでしょうか。マストドンがかぼちゃ畑を踏み荒らしたり、

剣歯猫が家の裏口をうろつくのを望む人はいないでしょうから。 

 今日世界に残っている原生自然の全てが、更新世の新熱帯にいた大型動物が受け

たのと同じ深刻な影響を受けています。自然の中で起きる影響ももちろんありますが、

その枠組みとなっているいわゆる外的影響（たとえば、地球温暖化、酸性雤、湿地の

乾燥化、緑の革命、原生自然地帯の縮小、突発性疾病）はホモサピエンスによって引

き起こされているのです。 

 呼び方の問題に戻りますが、まず、保護の徹底している野生生物保護区、または、こ

れから制定する保護区を率直に描写することから始めましょう。描写する時にいくつか

の単語を身近な農村で見られるものの類語に置き換えてみて下さい（photo 18）。する

と描写しているのが「庭」だということに気付くでしょう。率直に描写してそれを受け入れ

ていくのはどうでしょうか。もし、保全可能な原生自然をヒトの遺伝子にふさわしい標準

的な言葉で呼べば、そうした原生自然には生き残るチャンスが開けるかもしれません。

そして私達は私達の知識を原生自然に応用することを良しとし快く受け入れ、たとえ特

定の利益に結びつかなくても原生自然が社会にとってかけがえのないものだと感じら

れるかもしれません。 

 従って、「国立公園」、「野生生物保護区」、「自然保全地区」、「生物保護区」、「禁猟

区」、「王室禁猟地」、「天然記念物」といった曖昧な名称の代わりに、こうした場所のあ

りのままの姿全体を「原生自然の庭」と呼ぶことにしたらどうでしょうか（photo 19）。 

 そうすれば私達はいよいよ焦点を真の問題に絞ることが出来ます。どれもよく知られ

た問題です。 

 「庭」では何を育てますか。（photo 20） 

     野生生物です（呼び方は正しく）。生態系（photo 21～photo 28）を育て、その

恵みとして、多品種の収穫物、多様な働き、多様な利用方法を得るのです。 

 「庭」は誰のものですか。 

     人類のものです。ただし、ここで注意すべきことがあります。人類共通ということ

は、裏を返せば誰も責任をとらないことになりがちです。そのようなことがないよう

に気をつけなければなりません。 

 「庭」はどのような機構の下に置かれるのですか。 

 「庭」に爪痕を残すのは誰ですか（photo 29）。 

     地域、国家、地球です。 

 誰が固定資産税を払うのですか。 
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      地域、国家、地球です。 

 種子はどこで入手するのですか。 

      普通は「庭」の中で得られます。 

 どの程度の投資が必要ですか。 

      蒔いただけ刈り取ればよいのです。 

 「庭」で育てたものはどうするのですか。 

      売ったり、交換すれば良いでしょう。 

 収入はどうするのですか。 

      「庭」にかかった費用を差し引いて、残りは儲けにすれば良いのです。自分

自身の儲け、一族の儲け、人類の儲けです。 

 隣人が「庭」を気に入らない場合はどうなりますか。 

      文句を言うでしょう。 

 隣の子どもがりんごを取りに来ませんか。 

      もし隣が桃しか植えていなければ来るでしょう。 

 そうしたらどうするのですか。 

      普通は何もしません。 

 「庭」は将来お子さんに残されるのですか。 

      「庭」は永久に続くものです。一族に全ての子どもたちに残されるものです。 

 地域の計画委員会があなたの「庭」を「庭」の状態にしておくようにと決定したら従い

ますか。 

      はい（もちろん、委員会が間違った判断をすることもあるでしょうが）。 

 

 このようなやり取りはきりがありません。私達は都市や農村の景観について何万年も

かけて意見調整を行ってきましたが、「原生自然の庭」にそれを応用するに当たっては

まだ経験が浅く幼稚園の段階にすぎないのです（photo 30）。 

 「国立公園」（photo 31）という概念はきわめてゆっくりと庭から進化してきました。最初

は王室用狩猟場という「庭」だったのですが、やがて、ワシントンD.C.から鉄道がのび

ているイエロー・ストーン国立公園、コスタリカのグアナカステ保全地区、同国全土の

25％を占める10 箇所の保全地区といった「庭」に発展したのです。計画を立てれば、

しかも実行をともなった計画を立てれば、この進度をもっと速めることが出来るでしょう

（photo 32）。 

 生物多様性の残された地域を「庭」にすることが速やかに出来れば、１万年後もこれ



013K1997_KP_LE_B_jp.doc 

8 

 

らの地域が存続している可能性も高まります。進化を待つのではなく計画を立てて進

めなければならないのです。現在運良く「庭」の地位に達している数尐ない保全地区

を選んで「原生自然の庭」が実現するのを待つ時間的なゆとりは、私達にはないので

す。 

 この点に関して私のような考え方をする国家には３種類の土地利用方法があると思

います。すなわち、「都市の庭」、「農村という巨大庭」、「原生自然の庭」です。 

 それでは残りの時間をこの「原生自然の庭」で最も重要なプロセスの一つ復元に焦

点を当てて話を進めたいと思います。つまり、どうすれば人間の爪痕を消し去るかとい

う問題についてお話ししたいと思います（photo 33）。もし私達が爪痕を消し去ることが

出来なければ、「庭」を最も善意ある人が利用しても破壊されてしまいます。一方、爪

痕を残すような人の進入を阻止すれば私達の原生自然は「庭」ではなくなってしまいま

す（photo 34）。 

 

原生自然の復元 

 復元生物学は 20 年前から大いに注目を集めてきた学問ですが、概念としては新し

いものではありません。遷移に関する伝統的な研究はまさに広範にわたる特殊な復元

生物学です。さまざまな意味で復元とは古いワインを新しいボトルに詰め替えるような

もので、今日ではバイオリメディエーション、森林再生、植林、復元、防火、野焼き禁止、

生物的防除、再導入等のさまざまな呼ばれ方をしています。いずれにせよ、重要なの

は復元の技術ではなく、コストをどう負担するかということと実行することです。問題は

方法ではなく、いつ、どこで、どのくらい速やかに、誰によって、何の目的で、いくら費

用をかけて行うかということにあります（photo 35）。 

 復元とは「原生自然の庭」に柵を巡らしたり、植樹、施肥、耕作、除草したりすることで

す。人間がその大半を行うこともありますが、自然自身のプロセスが大部分行うこともあ

り、そういう場合、私達の仕事は主に「庭」への影響を最小限に抑えることになります

（photo 36）。 

 復元は普遍的なもので、自然そのものが、資源を争いながら、さまざまな規模と密度

で復元を繰り返しています。 

 復元は自然界ではいつも行われています。私達はただ復元の種を蒔いて、復元の

プロセスを妨げないように外的影響を抑制することです。「原生自然の庭」で人間の爪

痕を消し去る作業も、自然そのものの復元作業と同様に、決して不可思議ではありま

せん。母鳥は雛がヘビに食べられてしまうとまた卵を産みます。樹冠は風による倒木で
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生じた空間に向けて成長します。死んだフクロネズミはワシやタカの餌となり、熟した木

の実はやがて腐って土になります。雤季を告げる雤の到来とともに蛾がわたって来ま

す。その子どもの一部は捕食され、また、一部はそこから逃げて再び旅立っていきま

す。 

 持続可能な農業は農民にとって、部族にとって、社会にとって生存のために重要な

営みですが、この持続可能な農業は取りも直さず復元生物学を家畜や栽培植物に慎

重に応用したものなのです。農民は資金担当者同様の基本原則を熟知しています。

元手を守り、計画的に作付けし、輪作し、収穫の一部を食べ、残りを作付けにまわして

います（photo 37）。 

 ですから、「原生自然の庭」における復元生物学とは、人間の爪痕を消し去ることで

元手を守る技術と言えるでしょう。爪痕を消し去り、踏み入れる場所を見て、等高線に

沿って耕し、条件が悪い時には預金を下ろさないことです。 

 「原生自然の庭」の持続可能な利用を考えるなら、いくつか留意すべき基本事項が

あります。基本的には「都市の庭」や「農村の庭」にしてきたことと同様に、１箇所からさ

まざまな収穫物を得、さまざまな人に利用してもらい、種々の爪痕が残ることを前向き

に認めなければなりません。原生自然が王国専用で、消し去る爪痕も王国のものだけ

だった時代は終わりました。不法侵入者を串刺しするような時代ではなくなったので

す。 

 繰り返しますが、自然を緑の壁、野蛮なもの、物騒なものと考えている限り、生物多様

性の保全は成り立ちません。皆さんは隣の庭を大切にし、隣の人も皆さんの庭を大切

にしています。これはヒトの遺伝子の中に深く根づいていることなのです。 

 「原生自然の庭」を計画する際考えることは何でしょうか。おそらく先ほど申し上げま

した数多くの質問に加えて、もう一つ根本的で最も関心を引く問いが発せられると思い

ます。 

 それは、どの程度の収穫を期待して良いのか、という問いです。つまり、各「庭」がど

の程度の爪痕を消し去れるか（photo 38）、森の木を全て切り倒し、光合成が行われて

いた場所から300 年分のハンバーガーを得ても森は復元可能か、１本の木の幹を切り

取りその炭素を日本風のテーブルという形で10 世代にもわたって留めておくのはどう

か、木は全く伐採しないものの自然学習のために毎年２千人の生徒と一緒に森の下

層植生を踏み荒らしてもいいのか、といった問いです。 

 しかし、農村と原生自然の「庭」との間には大きな違いが１つあります。何千ヘクター

ルもの農地は、継続性を断つ変化を受け入れることが出来ます。たとえば、ある年は
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稲を植え、翌年はトウモロコシ、その次の年は牛を放牧し、それから２年は綿花を植え

る、それから50 年植林し、さらに翌年は再びトウモロコシにする、といった具合です。し

かし、「原生自然の庭」には変えることの出来ない条件があります。永久に「原生自然

の庭」でなければならず、さまざまな規模で人の爪痕を消し続けなければならないので

す。また、ここでいう「爪痕を消し去る」ということは、生物多様性と生態系の95％が永

続するために５％を諦めることを意味します（photo 39）。 ５％の犠牲はヒトゲノムに適

応するためのコストとして必要なものです。犠牲なしに爪痕を消し去ることは出来ない

のです。時には、農村景観でも野生生物の多様性が部分的に生まれたり、作物の中

に自由継続の生態系が生まれることもあります。また、あらゆる農村景観にはわずかな

がら野生生物の多様性や生態系が農業の手段として含まれており、その上含まれて

いることが避けられないあるいは気付かれていないことがあります。しかし、「原生自然

の庭」に見られるものと分離される学名が農村景観の中に含まれていても、ここでは便

宜上「農村の庭」に分類することにします。従って先ほど申しました土地利用の３分類

を区別するため、両者の中間にあるような状況については無視します。 

 実際、自然の復元は行われています。好奇心旺盛な小学生が木の葉をむしり取って

種の豊かさを調べたとしても、間もなく木は元に戻るでしょう。牧場が300 年も続いてい

るとしたら、それはヒトが火を放って若木を燃やしているからです。20 年野焼きを止め

れば、若い森が出来るでしょう。車に驚いて道路を横断出来なくなったヘソイノシシに

は道路を閉鎖してやれば、元通り道路を横断するようになります。100 トンのオレンジの

皮には 10 トンのハナアブやミズアブの幼虫がたかり、１ヵ月後にはそれらがクモや鳥、

トカゲや菌類の餌となるのです。 

 人類は既に１万年以上、おそらくは10 万年の歳月を持続可能な農業の限界を見極

めるために費やしてきました。それは農村における自然の復元機能を実験してきたとも

言えるでしょう。過大な爪痕を残し、復元が不可能になった末に命を落とした人々、部

族、地域が過去にどれほどあったことでしょう。マヤ人の絶滅、アイルランドのジャガイ

モ飢饉、オクラホマの砂嵐等は、全て一連の出来事として、世界で最初に狩猟採集を

行ったヒトが学んだ教訓と重ね合わせて考える必要があります。 

 人々は「農村の庭」で起きる自然の回復を立派な道具として仕立ててきました（愚か

なことに、今でもこの「剃刀の刃」で石を切るような真似をしていますが）。人類社会の

進歩によって、農村の「害」はほぼ確実に計画されたり予想がつくようになっており、こ

れは当事者以外から見れば非常に明白な結果なのです。つまり今日の農村における

災害はほとんどが人災であり、実は干ばつも洪水も政府が言うほどの「天災」ではない
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のです。高速道路でダンスをしていたら、車に轢かれて当然ではないですか。 

 農村と同様に「原生自然の庭」も微調整が必要です。同程度の実験や計画を出来る

だけ失敗を最小にとどめて行う必要があるのです。しかし、まだこのようなことは行われ

ていないのが現状です。全般的に、「原生自然の庭」は箱に入れてベッドの下に隠し

ている金塊のような扱いを受けています。大きなマシンガンを買ったり、番犬を飼ったり、

前庭に地雷をしかけたりしているのです。賢明な都市なら金塊を市場で活用するでし

ょう。賢明な農村も同じことをするでしょう。肥沃な土地の周りにフェンスを張り巡らし、

「ヒトの立ち入りを禁止する」と立て札を立てた自然保全地区がいくつもありますが、こ

のように警護を固めて、利用を許さないのは孫の代で利用するためでしょうか。 

 幸いなことに、「原生自然の庭師」である“造園家”は、この千年間の歴史での中で

「農村の庭」が発展させてきた以上に高度な道具を持っています。野生生物について

の膨大な学問的蓄積（純粋分類学、応用分類学、自然史、野生生物の生理学、エコ

システムの生態学、生態学理論、進化生物学、群集生態学等）を利用出来るのです

（photo 40）。さらに、今日私達はこれらの情報を自由かつ容易に伝達する手段を持っ

ています。この利点は非常に大きいのです。たとえば、ケニアの復元プロジェクトもコス

タリカの復元プロジェクトも、種の散布、渡り鳥による影響、動物の地域的な移動、近隣

の農村で使用されている生物的防除の野生生物に対する危険度、といった問題を個

別に調査し原則を発見する必要がなくなりました。熱帯世界にいても、イエローストー

ン国立公園の指標となる生物多様性予測の契約を結んだ翌日にその件について知る

ことが出来ます（http://www.wfed.org）。10 年前の教科書を使って学校で学んだことを、

50 年たって天然資源大臣になった時に活用することは一昔前の話です。今日、熱帯

地域は博物館で 100 年前の埃をかぶった標本を見る代わりに、コスタリカの野生生物

の多様性の目録づくりをしている生物多様性研究所（InBio）（http://www.inbio.ac.cr）

の取り組みを現在進行形で見ることが出来ます。 

 私達が野生の自然を「庭」とみなす戦略を受け入れ、ヒトの爪痕を消し去る努力を始

めたとしても、まだまだ険しい道のりが続きます。私達の遺伝子の一部には野生生物

の生息地であっても「発見者＝所有者」とする等式が深く刻み込まれており、このような

考えは社会的にも容認されています。こうした遺伝子そしてそれを取り巻く部族文化は、

「世界の家畜化」という考えにどっぷりと漬かっており、これは世界中のあらゆる社会の

研究者には明白なことです。この中では自然とともに生きた「高潔な野人」はきわめて

まれなのです。 
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結びとして 

 最後に、私はコスタリカに住みそこで多くの「造園家」とともに生物学の研究に従事し

ています（http://www.acguanacaste.ac.cr）。しかし、本日は抽象的で広範な概念につい

てお話ししました。「原生自然の庭」の創設について、また、このような概念の応用につ

いては、地域、そこの生態系、そして社会によって大きく変化します。ですから、どの地

域にも共通することがあるとすれば、それは個々の事実ではなく視点です。山火事が

大災害になる地域もあれば、欠くことの出来ない地域もあります。動植物の再導入が

必要な地域もあれば、不要な地域もあります。人々が足を踏み入れることが出来る地

域もあればそうでない地域もあります。時には小刀が時にはブルドーザーが必要とな

ることもあります。しかし、大切なことは自然界を永続的に保全するという目的なのです。

個々の行為は、特定の場所、時間、社会の内で起きるものですが、この目的は常に堅

持しなければなりません。目的を忘れてしまえば、どんな条約や、協定、法律が成功す

る見込みはないのです。 

 さらに付言するなら、このようなことは体験してみることが一番だということです（photo 

41-photo 43）。コスタリカに設けられた野生生物保全地区は、急速にヒトの爪痕を消し

去っている「原生自然の庭」ですが、ここでの体験は木や毛虫や雤や風で綴られた何

巻にも上る書物を紐解くような体験です（photo 44）。ページをめくるたびに我を忘れ、

ただ指紋が本に残されていくだけです。 

 私達は今どこにいるのでしょうか。科学と人類社会は根本において主として相反する

ものです。科学は、時に過ちを犯したり事実を見過ごすことはあっても、真理の追究と

普及を旨としています。一方、人類社会は真実を選択し、都合に合わせて隠匿する傾

向にあります。「農村の庭」でも「都市の庭」でも発見された遺伝子やノウハウは、特許

取得、売買、交換、窃取、紛失、隠匿、虚偽の対象となります。そして同じことが、公有

財産であろうとなかろうと、「原生自然の庭」についても言えるでしょう。 

 このような情報操作が最も顕著なのは常に未開拓地でした。21 世紀の人類にとって

最も困難な問題は、地球上に未開拓地と呼べる土地を失った文明化した種の課題に

私達のゲノム研究をあてがうことです。多尐の紆余曲折があるにしても、人類社会は基

本的に一つの巨大な「庭」に収斂していくでしょう。そして、その「庭」が大きく３つに細

別され「都市の庭」、「農村の庭」、「原生自然の庭」が出来ていくと思います。人類に

残された未開拓地は土地ではなく、遺伝子配列、脳機能、ミチゲーション（代償）、分

散型データベース、水素燃料電池にあり、科学の民主化、地方分権化、資源に見合

った生活への適応、ヒトによって苦しめられている動物を助け出すといったことにある
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のです。まだ、前世紀のような振る舞いをしている国がありますが、やがては地球上の

国家として相応の振る舞いをするように求められていくことでしょう。 

 ヒトゲノムは、所々の遺伝子操作による痙攣を別にすれば、今後もずっと私達人類の

ものでもあります。ゲノムは方程式の中の相対的な定数と考えることが出来ます。コン

ピュータ導入（photo 45～photo 49）により今日までの人類史において蓄積された知を

拡張する唯一最大の機会がもたらされています。人体の他の機能については、既に、

自動車、銃、酸素タンク、電子顕微鏡、無線、薬品、めがね、人工衛星などの利用によ

って、拡張に成功してきました（photo 50）。私達は今、コンピュータによる仮想現実の

希望と脅威を目前にしているのです。 

 知の拡張にともなって基礎科学研究が容易になり、同時に特定知識の漏洩や秘匿

するケースも増えています。現在残っている熱帯原生地に関してこのバランスがどちら

に傾くのでしょうか。科学と人間社会は「原生自然の庭」では決して協調関係にあると

は言えません。最善のシナリオは科学と人間社会がパートナーシップを築くことですが、

逆に最悪のシナリオとして一方が他方を駆逐してしまうことが考えられます。優しく足を

踏み入れている“造園家”のいる「原生自然の庭」では両者のパートナーシップが可能

かもしれません。今、自然が戦場のようにある破滅の危機に瀕しているのです（photo 

51）。
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